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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 アシドーシスの新生児心臓に及ぼす影響について調

べられた報告はない．今回の実験では兎新生仔の摘出

心を用いアシドーシスの影響を調べた．

 方法

 生後3～5日の新生家兎及び生後6～12ヵ月の成熟

家兎の心臓大血管を摘出し張力トランスデューサーに

つないで心機能を測定した．心筋は5％CO2－95％02で

ガス化したKrebs・Henseleit溶液（pH 7．4）で潅流し，

その後20％CO2－80％0。でガス化した溶液（pH 6．8）

で灌流して呼吸性アシドーシスの実験を行なった．心

機能指標は発生張力（DT），静止張力（RT），発生張

力の一次微分（＋dT／dt）を測定した．筋原線維

ATPase活性は抽出した筋原線維を用い， ATPが分

解してできる無機リソ酸を測定することで測定した．

細胞内pH緩衝能の測定には心筋をホモジェナイズ

し，それにHCIを加えてpHを測定した．

 結果

 1）呼吸性アシドーシスによる張力の変化

 呼吸性アシドーシスにより成熟心（n＝18）ではDT

はコントロールの43±2％と著明に低下した．一方，新

生仔心ではアシドーシス下でもコントロールの92±

4％（n二6）であり，その影響は少なかった（p＜0．01）．

 2）筋原線維ATPase活性

 筋原線維ATPase活性は新生円心，成熟心ともにア

シドーシス下で低下し，その低下の度合いは新生仔心

と成熟心で同程度であった．

 3）細胞内pH緩衝能

 心筋ホモジェネートのpHは最：初，成熟心で6．90±

0．60，新生胆心で7．00±0．05であり有意差を認めな

かった．しかし，同量のHCIを加えた時のpHは成熟

心では新生仔心と比べて有意に低かった．例えば22

μEqのHC1を加えた時のpHは新生一心で6．43±
0．05であったのに対し，成熟心では6．00±0．07と有意

に下値を示した（p＜0，01）．

 考察

 今回の結果より，新生仔心機能はアシドーシスに対

して抵抗力を持っていることが示された．筋原線維

ATPase活性の低下はアシドーシスによる張力低下

の一つの原因であるが，その低下の度合いは新生仔心

と成熟心で同程度であった．細胞内pH緩衝能は新生

仔心で大きく，このことは新生仔心でアシドーシスに

対する耐性の大ぎい事の理由の一つと考えられる．

 結論

 新生仔心はアシドーシスに対して抵抗力を持ってお

り，その原因の一部は新生仔心で細胞内pH緩衝能の

大きいことによる可能性がある．
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論 文 審 査 の 要 旨

 本研究は家兎新生仔心と成熟心を用い，新生仔心では呼吸性アシドーシスによる張力の低下が少な

いこと，細胞内pH緩衝能が大きく，アシドーシスに対する耐性の1つの理由となりうることなどを明

らかにしたもので学問的価値が高い．
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